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1. 環境影響評価の項目 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階環境影響評価の主な対象施設にお

ける延床面積、工種、建設機械の稼働が最大となる一年間の大気汚染物質総排出量及び寄与率

は、表 1-1に示すとおりである。 

また、各施設の延床面積と年間総排出量との関係は、図 1-1 に、延床面積と寄与率との関係

は、図 1-2 に示すとおりである。施設の延床面積が大きくなると概ね年間総排出量及び寄与率

も大きくなり、他の施設と比べて特に大規模な新国立競技場（オリンピックスタジアム）や土

木構造物が主体となるカヌー・スラローム会場の２施設を除いた場合は、高い相関にあること

が確認できる。 

上記のとおり、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階環境影響評価の事

例を勘案すると、本事業で増築する中道場棟の延床面積は、約 3,070m2 と他の施設と比べて小規

模であり、建設機械の稼働に伴う大気汚染物質の寄与率は、NO2約 2％程度、SPM 約 1％程度であ

ることから、寄与は小さいものと考える。 

 

表1-1 主な対象施設の延床面積、工種、大気汚染物質総排出量及び寄与率 

施設名 工種 
延床面積 

(m2) 

年間総排出量 寄与率 

NOX(m3/年) SPM(kg/年) NO2(%) SPM(%) 

新国立競技場 

(オリンピックスタ

ジアム) 

準備工事、山留工事、土工事(掘削工事)、基

礎工事、地下・地上躯体工事、仕上工事（内

装・設備工事、外装工事）、外構工事 

194,000 17,045 981 40 11 

有明アリーナ 

準備工事、地盤改良・山留工事、杭工事、掘

削工事、基礎躯体工事、地上躯体工事、屋根

鉄骨工事、仕上・設備工事（内装・設備工

事、外装工事）、外構工事等 

47,300 9,143  530  35 10 

有明体操競技場 

1.建築工事 

準備工事、杭工事、山留・土工事、基礎躯体

工事、地上躯体工事、仕上工事、外構工事 

2.土木工事 

造成工事、地盤改良工事、プレロード、舗装

工事 

36,700 5,855  350  21 5 

オリンピックアクア

ティクスセンター 

準備工事、液状化対策工事、山留工事、杭工

事、土工事、基礎躯体工事、地上鉄骨工事、

屋根工事、地上躯体工事、外装工事、内装工

事、外構工事等 

77,700 20,403  1,205  58 21 

馬事公苑 

解体工事、杭工事、掘削工事、基礎躯体工

事、地上躯体工事、仕上・設備工事、造成工

事、地下道工事、舗装工事 

43,970 13,120  900  36 9 

カヌー・スラローム

会場 

準備工（プレロード盛土設置撤去）、土木施

設、スタートプール施設、競技水路、プー

ル、橋梁工、機械設備、電気設備、建築、雨

水排水、土木外構 

2,240 6,358 398 25 6 

有明テニスの森 

準備工事、杭工事、山留工事、掘削工事、基

礎躯体工事、地上躯体工事、仕上・設備工

事、外構工事 

16,370 4,326 265 9  2 

日本武道館 

（中道場棟） 

山留工事、杭工事、掘削工事、基礎・地下躯

体工事、地上躯体工事、屋根工事、仕上・設

備工事、外構工事 

3,070 748 45 2 1 

注1) 下線は建設機械の稼働台数が最大となる時期の工種を示す。 
2) 日本武道館（中道場棟）の年間総排出量及び寄与率は図1-1及び図1-2に示す回帰直線より近似した。 
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注）回帰直線及び相関係数は、新国立競技場（オリンピックスタジアム）及びカヌー・スラローム会場を除いたものを示す。 

図1-1 延床面積と大気汚染物質年間総排出量の関係 
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注）回帰直線及び相関係数は、新国立競技場（オリンピックスタジアム）及びカヌー・スラローム会場を除いたものを示す。 

図 1-2 延床面積と大気汚染物質寄与率の関係 
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2. 環境に及ぼす影響の内容及び程度並びにその評価 

2.1 土壌 

2.1.1 現況調査 

(1) 土地利用の履歴等調査に係る手続き資料 
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出典：「土地利用の履歴等調査届出書」（平成 29年３月７日 (公財)日本武道館） 
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